




 

川崎病患児糞便材料の電子顕微鏡的観察を行い,形態学的にロタウイルス粒子乃至ロタウ

イルス構成成分に類似した構造物を見出し,かつ一部の症例においては急性期から回復期

にかけて,ロタウイルス抗原に対する血清抗体価の上昇を見たことは既に昨年度に報告し

た。しかしロタウイルス感染は,川崎病好発年令である 3才以上の小児には頻度が高いので,

ロタウイルス感染と川崎病とを関連ずけるためには,相当数の患児および対照として健康

小児あるいは川崎病以外の疾患患児におけるロタウイルス検出率および血清抗体価上昇率

を比較することが必要である。我々は東京都内の 3ケ所の病院において,川崎病と診断され

た患児より糞便材料および血清検体を採取し,これらについて得られた成績を非川崎病患

児あるいは健康小児より得られた材料についてのそれと比較したので報告する。 


